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社会と健康 
【科目名】社会と健康 【担当教員】小柳 茂美 

(メールアドレス) 

ballack_m@softbank.ne.jp 

(オフィスアワー) 

来学時に対応 

【授業区分】 

教養分野（社会科学） 

【授業コード】 

1-02-0055-0-2 

【開講時期】 

1・2年次 前期 

【選択必修】選択 

【単位数】2 単位 【コマ数】15コマ 

【注意事項】 

(受講者に関わる情報・履修条件) 

高等学校で学ぶ基礎知識を有すること 

(受講のルールに関わる情報・予備知識) 

私語は控えてほしい 

【講義概要】 

（目的）人びとの健康や病気が、社会的、経済的、政治的、環境的な条件に影響を受けることが広く認めら

れるようになり、その研究が進んでいる。いくつかの保健機関は、健康の社会的要因が集団や個人の快適な

暮らしに大きな影響をもたらすことを表明しており、本科目では社会と健康の関係を学習する。 

（方法）社会の仕組みと健康との関わり合いを歴史的に考察し、健康に影響する社会的要因を挙げ考察して

ゆく。 

【一般教育目標(GIO)】 

・社会が健康や病気とどう関係するのかを理解する。 

【行動目標(SBO)】 

・健康科学と社会学系諸分野との関連について明確なイメージを所有する。 

【教科書・リザーブドブック】 

資料を必要に応じて配布 

【参考書】 

資料を必要に応じて配布 

【評価に関わる情報】 

(評価の基準・方法) 成績評価基準は、本学学則規定の GPA 制度に従う 

 

【達成度評価】 試験 小テ

スト 

レポート 成果

発表 

実技 ポートフォ

リオ 

その他 合計 

総合評価割合 90 0 0 0 0 0 10 100 点 

評

価

指

標 

取り込む力・知識 50       50 

思考・推論・創造の力 40       40 

コラボレーションとリーダーシッ

プ 

       0 

発表力        0 

学修に取り組む姿勢       10 10 
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【授業日程と内容】 

回数 講義内容 授業の運営

方法 

学修課題(予習・復習) 時間(分) 

１ 社会学とは何か 

 

講義 
社会学の基礎的概念を学

ぶ 

90 

２ 家族の問題 

 

講義 
家族、民族、部族の史的

発展について学ぶ 

90 

３ 人口問題と食料生産 

 

講義 
動物のエネルギー源とし

ての食料の問題 

90 

４ 都市とグローバル化 講義 
都市の発達と巨大世界の

誕生について学ぶ 

90 

５ 近代国家の発展 

 

講義 
計画的に再編成された国

家 

90 

６ 世界社会システムの展開 

 

講義 
文明の伝搬の不平等によ

る世界社会をみる。 

90 

７ 再生可能な社会とは何か 

 

講義 
エネルギー問題を中心に

これからの社会を考える 

90 

８ まとめ（１） 

 

講義 

まとめ 90 

９ 歴史と健康 

 

講義 
健康という概念の歴史的

発見 

90 

１０ 社会制度と健康（１） 

 

講義 
健康を支えるインフラ面

を中心に（１） 

90 

１１ 社会制度と健康（２） 

 

講義 
健康を支えるインフラ面

を中心に（２） 

90 

１２ 食料生産と健康 

 

講義 
食料はどれだけの人工を

養えるのか 

90 

１３ 社会的生産力と健康 

 

講義 
生産力を主に工業的側面

からみる 

90 

１４ 健康のインフラとしての社会 

 

講義 
病原菌の発見と治療法の

確立を歴史的に見る 

90 

１５ まとめ（２） 

 

講義 

まとめ 90 

※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 

※学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の3倍)に含むべき時間を示します。 




